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「連携中枢都市圏構想」、昨今の総務省が提唱

する地域自治サービスの広域連携ネットワーク

化構想の名称である。何やら難しい言い回しだ

が、人口減少時代を見据えた政府肝いりの施策

ともいえよう。例えば富山県では、県東部に位

置する富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山

町の５市町村からなる「富山広域連携中枢都市

圏」がある。一方、高岡市・射水市・氷見市・

砺波市・小矢部市・南砺市などの県西部６市は、

2016 年に「とやま呉西圏域都市圏ビジョン」を

策定した。

この「呉西」という地域呼称をご存知だろう

か。「呉西」があるのだから、むろん「呉東」

もある。「呉」とは、富山県中央の平野部を南

西から北東にかけて走る呉
く れ は

羽丘陵を指す。いく

つかの山から構成されるが、呉羽山をもって代

表されるため、呉羽丘陵の名をもつ。この「呉東・

呉西」、富山県民にはおなじみの呼び名だ。

2007 年に行われた意識調査によると、95％の県

民が「呉東・呉西」という呼び名で県域が二分

されることを認識していた。ちなみに私は５％

の方である。

そもそも関西の滋賀県生まれの筆者が、富山

県内に博物館学芸員として着任したのは、今か

ら 10 数年前の 2009 年だった。その際に、呉羽

丘陵をラインとして文化や民俗など様々な面

で、富山県の東西が大きく異なると学んだ。「呉

東・呉西」は単なる便宜上の区分ではなく、生

活に根ざした地域呼称として現在も通用してい

るのである。

しかし「旅の人」（「県外から来た人、移住者」

を指す富山弁）であった筆者は、最大でもせい

ぜい標高 145 メートルにすぎない呉羽丘陵に、

県内を二分するほどの大きな境界性などあるの

だろうかと信じられずにいた。なお、10数年経っ

た今も、あまり信じていない…。学問的な関心

として披露すれば、「呉東・呉西」なる表現が

いつ頃登場し、どのように浸透していったのか

が気になる。ならば自分で調べてみようとなっ

たわけだ。

かつて富山県は越中国と呼ばれていたが、江

戸時代まで越中国では、呉羽丘陵よりも神通川

で二分する「川東・川西」という捉え方が主流

であった。その後、1639（寛永 16）年に加賀藩

120 万石から富山藩 10 万石が分家されると、富

山藩領（新
にいかわ

川郡の一部と婦
ね い

負郡）・加賀藩領（新

川郡の残りと射水郡・砺波郡）という区分が目

立つようになる。要するに、古代から江戸時代

に至るまで、「呉東・呉西」という地域区分は

全く使われてこなかったと判明するのだ。

それでは、「呉東・呉西」の初見はいつなのか。

随 想

随 想

特 別 企 画

「呉
ご と う

東・呉
ご せ い

西」―明治以降に生まれた富山県の地域呼称―

萩
は ぎ は ら

原 大
だ い す け

輔
京都女子大学文学部歴史学科講師

1982 年滋賀県湖南市（旧甲西町）生まれ。京都大学大学院文学研究科博士課程修了。
博士（文学）。富山市教育委員会郷土博物館学芸員を経て現職。専門は日本中世史。
近年は「本能寺の変」や豊臣秀吉政権に関する研究を進めている。主な著作として、『謙
信襲来　越中・能登・加賀の戦国』（能登印刷出版部、2020 年）、『異聞　本能寺の変』

（八木書店、2022 年）、『中近世移行期越中政治史研究』（岩田書院、2023 年）など
がある。 

呉羽丘陵（城山）を東方向から望む（2020 年撮影）
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実のところ、「呉
ご ざ ん い と う

山以東・呉
ご ざ ん い せ い

山以西」なる言葉

が先行して登場する。「呉山」とは呉羽山の略

称であり、「呉山以東・呉山以西」を略した表

現が「呉東・呉西」と考えられるだろう。筆者

が把握した限りだが、1909（明治 42）年までに

「呉山以西」、1915（大正 4）年までに「呉山以東」

が使われだす。興味深いのは、呉羽丘陵で東西

を分けるのではなく、近年の「連携中枢都市圏」

のごとく、市郡単位の行政区画で分かつ地域呼

称だった点だ。

どういうことかといえば、「呉山以東」が当時

の富山市・婦負郡・上新川郡・中新川郡・下新

川郡、「呉山以西」が当時の高岡市・射水郡・氷

見郡・東砺波郡・西砺波郡、それぞれ１市４郡

を指す。細かい話になるのだが、当時の婦負郡

の範囲は、呉羽丘陵より西にも一部が及んでい

た。具体的には、寒江村・長岡村・西呉羽村・

池多村・古沢村などがそうだ。これらの村々は、

現代の「呉東・呉西」の地域区分に照らせば「呉

西」に属するのだが、この時は「呉山以東」に

含まれたことになる。それは、「呉山以東・呉

山以西」の境目ラインが呉羽丘陵ではなく、当

時の郡界で考えられていたためだ。

実はこの地域範囲、加賀藩領・富山藩領と

うりふたつなのである。簡単にいえば、富山藩領

と新川郡が「呉山以東」、新川郡を除く加賀藩領

が「呉山以西」と呼ばれたことになろう。つまり、

「呉山以東・呉山以西」は、江戸時代以来の藩領

区分に基づき、明治以降に生まれた地域呼称だ

と考えてよい。この後、「呉西」が 1914（大正 3）

年、「呉東」はやや遅れて 1925（同 14）年までに

用語としての登場を確認できる。だが、やはり

先述した 1 市 4 郡ごとの地域区分であり、呉羽

丘陵で東西を二分する呼称ではなかった。

そうすると、新たな疑問が思い浮かぶ。当時

の郡界ではなく、呉羽丘陵で二分される「呉東・

呉西」という現在の用法が定着するのはいつな

のか、これである。いまだ確たる私案を持って

いないが、少なくとも戦後なのではないかと思

う。筆者は北陸を離れて間もなく3年になるが、

関西から北陸を見つめる宿題として研究を続け

ている。

なお、『広辞苑』を確認してみると、2008 年

に刊行された第６版まで「呉東」も「呉西」も載っ

ていなかった。ところが、2018 年に刊行された

第７版において初めて登場する。次の通りだ。

ごせい【呉西】（富山平野の呉羽丘陵より西の意）

富山県の西部。

ごとう【呉東】（富山平野の呉羽丘陵より東の意）

富山県の東部。

呉羽丘陵で富山県域を二分する「呉東・呉西」

なる地域呼称が、用語としての全国的な市民権

を得たのは、思いのほか最近だったともいえよ

うか。

「呉山以西」の初見『高岡史料上巻』（1909 年）

本文 2行目下から「呉山以西一市四郡」と見える

【主要参考文献】
萩原大輔「富山県「呉東・呉西」地域区分の
形成と展開」（『富山史壇』209 号、2026 年 3 月刊）

氷
見
郡
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岡
市 富

山
市

西
砺
波
郡

東
砺
波
郡

婦
負
郡

射
水
郡

中新川郡

下新川郡

上新川郡

呉羽丘陵

富
山
市

加賀藩領

富山藩領

加賀藩領

呉山以東
呉山以西

江戸時代の
藩領区分

※市郡界は、「富山県史史料編Ⅷ現代統計
図表」掲載の「昭和20年富山県の市町村
行政区間の変化」を参考に事務局作成
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ＭＥ新潟とは

ＭＥはメンテナンスエキスパートの略。社会

基盤施設を診る「町医者」とも言うべき技術者

のことで、ＭＥ新潟は地域の特性を踏まえ、地

域に根付き、末永く社会基盤の維持管理を行う

技術者の養成を目指す組織だ。事務局はインフ

ラ再生技術者育成新潟協議会（事務局＝新潟大

学）で、養成講座を受講し試験に合格して有資

格者となれば、橋梁やトンネルなど 5 年に一度

の定期点検が義務づけられた社会基盤の定期点

検を行うことができる。ＭＥ新潟では養成講座

を開始した 2014（平成26）年度から 2025（令和7）

年度までに、新潟県内の自治体、民間企業に

367 名の技術者を輩出してきた。

「ふくしまＭＥ」「ＭＥ岐阜」など、県域ごと

に養成機関が存在するのは、環境の違いからイ

ンフラの特徴、診るべきポイントと必要なスキ

ルが異なることと、地域に根ざしたインフラと

その維持管理を最適化し、その担い手を地域で

育てていくことを目指しているためだ。長い海

岸線を持つ新潟県では鉄筋コンクリートの塩害

や、雪害対策などに高度な知見が求められる。

発足の経緯と協議会の体制

2012（平成 24）年 12 月、山梨県の中央自動車

道笹
さ さ ご

子トンネルで天井のコンクリート板が崩落

し、自動車 3 台が下敷きになって 9 人が死亡す

る事故が起きた。高度成長期以来、建設業は新

しいインフラを造り続け、造ることで経済成長

を促進してきた。その一方、できあがったイン

フラに対する安全性、長寿命化に対するまなざ

しの欠落が、社会をより良くするための社会基

盤を凶器に変えてしまった。国、自治体、建設

業界そしてインフラに関わる研究者にとって、

非常にショッキングな出来事だった。

もちろんこれ以前から、コンクリートの塩害

対策や大型インフラ設備の維持管理に関して何

もしてこなかったわけではない。土木学会では

2000（平成 12）年頃から構造物の長寿命化に関

して力を入れてきたし、国道橋が塩害の影響を

もろに受ける高田河川国道事務所では 90 年代

から塩害対策に先進的な取り組みを行ってき

た。耐震設計も阪神・淡路大震災以降格段に進

歩していた。だが、当時はまだ「補修や修繕は

試行錯誤の状態で、体系的な知見にはなってい

なかった。造ることの研究に比べて、長寿命化

のための研究が不足していた」とインフラ再生

技術者育成新潟協議会会長の丸山 久
きゅういち

一長岡技

術科学大学名誉教授は言う。

笹子トンネル事故の発生を受け、国、ＪＲ、

ＮＥＸＣＯが一挙に動き出し、同年中には全国の

トンネルの緊急点検を実施。翌年には道路交通

法が改正され、2014（平成 26）年 7 月から全長

2 ｍ以上の橋梁、道路付属物について 5 年に 

1 度の定期点検が義務づけられた。丸山教授が

指摘するように技術者もまた、造る者は多くい

ても、それを健全に維持していく者は少なく、

知見を積み上げ、技術者を養成していく取り組

みが、定期点検の実施と同時進行で行われた。

この 6 年前の 2008（平成 20）年、岐阜大学が

文部科学省の補助金を得て「社会資本アセット

マネジメント技術研究センター」を設立し、翌

年からＭＥ養成講座を開講していた。長崎大学

でも同時に同様の取り組みを開始。5 年間の知

見を他の研究機関に展開していくため 2013（平

成 25）年、岐阜、長崎両大学に長岡技術科学大学、

社会基盤施設・設備の点検等を担う技術者を養成する取り組みについて、
長岡技術科学大学の丸山 久一名誉教授にお話を伺った

インフラメンテナンスのエキスパートを養成
〜ＭＥ新潟の取り組み〜

特 別 企 画
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山口大学、愛媛大学が加わりＭＥ養成のための

コンソーシアムを結成、これに再度文部科学省

から 5年間の補助金が付いた。

長岡技術科学大学でこの担当となった丸山教

授は、カリキュラムづくりと同時に、補助金が

付く5年間で自走できる体制づくりに取り組む。

協議会を設立し、まず北陸地方整備局に参画を

求めた。「新潟県は整備局を中心に業界のまと

まり、つながりができており、整備局が参加し

てくれたことである程度体制が整った」と丸山

教授。単科大学では人的リソースが不足するこ

とから、文部科学省から自立する際、事務局を

新潟大学にお願いすることになった。幸い、コ

ンソーシアム設立時から中心となって活躍され

た大塚悟教授が、2025（令和 7）年に長岡技術科

学大学から新潟大学に移られており、継続して

ご協力頂いている。

文部科学省の助成は年間1,500万円。発足翌

年の2014（平成26）年から養成講座を開講、毎年

講座を行いながら、補助金がなくなる2018（平

成30）年度以後も養成講座を継続するため、寄

付金を募り、運営に当たっては協議会メンバー

からの現物協力で費用を節減したという。例え

ば講座の開催場所は北陸地方整備局北陸技術事

務所に提供してもらい、講師の派遣、テキスト

のプリントなどを各協議会メンバーが無償で提

供している。

補助金があった当初 4年の間に「構造」と「防

災」を 2 期に分けて開講するなど試行錯誤を重

ね、自走開始に合わせて講義を厳選。例年秋に

9日間にわたって開講するようになった。

カリキュラムと新潟らしさ

現在行われている講座は 9 日間で全 30 講座。

丸山教授も初回のガイダンスと技術者倫理で教

壇に立つ。

重視しているのは緑色で囲った実習と、黄色

で囲ったグループ討論だという。技術者は現場

に立って、しっかり見なければ分からない。そ

して 1 人では判断に迷う時は、放置したり安易

な判断をせず、誰かに相談することが不可欠で

あり、頼れる相談相手を得られるようにするの

も講座の目的であるという。技術者を複数抱え

る施工会社や建設コンサルタント企業では上司

や仲間がいるが、市町村では 1 〜 2 人の部署で

定期点検を担当しているところも少なくない。

役所の外に気軽に電話できる仲間を持つこと

が、インフラメンテナンスの精度を上げること

につながる。

現場実習の講師には、協議会に参加する建設

コンサルタントに派遣を要請。教えることで学

びを深め、受講者との関係を築いていく場にも

なっている。

函
かんきょ

渠点検実習

長岡技術科学
大学新潟大学

長岡工業高等
専門学校

新潟県
土木部

新潟市
土木部

国土交通省
北陸地方整備局

（一社）
新潟県建設業

協会

（一社）
建設コンサルタンツ

協会北陸支部

（公社）
日本技術士会
北陸支部

（一財）
新潟県建設
技術センター

（一社）
北陸地域づくり

協会
（一社）

県地質調査業
協会

ＮＥＸＣＯ東
新潟支社

ＭＥ新潟地域協議会
事務局：新潟大学

「ＭＥ新潟」協議会の体制

カリキュラム
1限 2限 3限 4限

9:00-10:30 10:40-12:00 13:00-15:10 15:20-17:00

1回 ガイダンス他 技術者倫理 道路構造物 新潟県の地形･気象

2回 舗装・点検 道路点検概要 点検実習（函渠･舗装）

3回 河川構造物（点検･補修補強） 河川点検実習 まとめ･Ｇ討議

4回 維持管理 鋼橋･維持管理 ＲＣ橋･維持管理 ＲＣの実習

5回 長寿命化 雪氷災害 橋梁補修･補強 点検支援技術実習

6回 点検調書 橋梁点検実習 点検･診断

7回 洞　門 洞門点検実習 まとめ･Ｇ討議

8回 斜面・盛土・擁壁の点検 点検実習 カルテ点検

9回 トンネル トンネル点検実習 まとめ･Ｇ討議
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また例えば、雪害や新潟の地質と実際過去に

起きた土砂災害との関連などの講座があり、法定

点検の知識のみでなく地域環境に即したインフ

ラメンテナンス技術者の養成を目指している。

インフラメンテナンスを巡る課題

新潟県内において、県、市町村が管理する橋

梁数はおよそ 2 万橋あり、2030 年度には架橋か

ら 50 年以上を経た橋梁が 6 割を超える。数が

膨大な上に老朽化した橋梁その他道路施設を、

今後も安全に維持管理していくのは容易ではな

い。丸山教授は、維持管理に重要なことは 2 つ

あるという。それは「構造物が想定した荷重に

耐えられるかを定量的に評価することと、今後

耐えられなくなるまでの年限を推定すること。

どうすればこれが分かるか。理解している人は

ごく少数」と話す。鉄筋コンクリート内部の、

さびの状態を正確に把握する方法が確立されて

いないことがネックになっている。しかも、建

設時にその施設が設計通りに造られている保証

はない。

構造物の内部をどう調べるかという研究は、

現在進行形だ。丸山教授が現状最も期待を寄せ

るのはレントゲンによる検査だが、これもデー

タの蓄積と解析が必要という。医療に使われる

ＭＲＩ検査も、結果として得られる画像はそのも

のが撮影されたわけではなく、データを蓄積し、

画像処理技術によって直感的に理解できる画像

に変換されている。透過の方法、データ分析、

画像処理の進展によって、近い将来構造物の内

部を把握することが容易になる可能性は大いに

ある。

丸山教授は 2015（平成 27）年、ＪＲ東日本が 

設置したアセットマネジメント委員会に委員長

として参加した。ＪＲ東日本には国鉄時代から

工事記録が本社の担当部局に蓄積されており、

これをデータ化すれば、あるインシデントが起

きた時に、同様のリスクがある場所を即座に抽

出して対応できるのではないかと提案したとい

う。「ところが（鉄道よりもはるかに総延長の長

い）道路は管理者が異なり、過去の補修や定期

点検の情報が膨大で、現場の担当者が安易にア

クセスしにくい」。定期点検を行うだけでなく、

そこで得られた情報を活用することで、安全性

を高め、効率化を図る視点が必要と指摘する。

日本の一般会計予算に対する公共事業費の 

割合は 1995（平成 7）年の 13％から 25 年間で 

6％台と半減しており、この中で新規の建設と

メンテナンス費用を捻出していくのは容易では 

ない。

丸山教授は市町村の担当者こそ講座を受講し

てほしいと、例年、応募の中でも市町村職員を

優先的に受け入れてきた。だが、県内 30 市町

村のうち 1 名も受講者の出ていない市町村が、

まだ存在している。多忙によって講座を受講す

河川構造物点検実習

雪害対策施設のメンテナンスや復旧を学ぶ

講座テキストの一部
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る余裕がなく、そもそも担当者が工学教育を受

けていない場合もある。工学系の新卒者自体が

不足しており、採用が難しいことも一因である。

「実習で指導を受けながら現場を見て、判断に

困った時に気軽に相談できる仲間を作るだけで

も大きな意味がある。認定試験に合格できなく

ても構わないという気持ちで職員を送り出して

ほしい」と丸山教授は言う。

インフラを地域に開いていく未来

ＭＥ新潟には講座修了者の親睦団体「ＭＥ新

潟の会」があり、出身母体を超えた技術者同士

の横のつながりを維持するほか、橋の清掃など

を通じた広報活動も行っている。国も自治体も

余分な金はない。納税者にメンテナンスの重要

性を理解してもらうことで、メンテナンス予算

を多少でも増額してもらえれば、というのが広

報活動の狙いだ。加えて、地域住民の関心が高

まれば、身近にある設備の破損に気づいて連絡

してもらうようなことも起こりうるだろう。

新潟市のアセットマネジメント検討委員会で

は近年、地域の子どもたちに小規模橋梁の名付

け親になってもらう取り組みを行っている。 

水田地帯では、用水路をまたぐ 2 ～ 3ｍの誰も

気づかないような橋梁が多い。橋が存在するこ

とに気づいてもらい、名前をつけることで愛着

を持ってもらうことが目的だ。

近年では、老朽化した複数の橋梁を 1 つに集

約する取り組みも進んでいる。「新潟市は実際

そのための住民説明会を行っています。複数架

かっていた橋が 1 つになれば、不便になる住民

は必ずいる。この時住民が維持管理を引き受け

れば、古い橋はまだまだ使えます。何かあった

ら誰が責任を取るのか、という考え方が、地域

住民の生活を不便なものにしている面があるの

ではないか」と丸山教授。福島県の山間地では、

道路の維持管理を地域住民で行う社会実験が行

われているという。もちろん、そうした施設を

安全に使っていくためには、「インフラの町医

者」たるボランタリーな人材が数多く必要だし、

専門知識のない地域住民にできるような安全性

の判断基準を明らかにしていく研究も必要だ。

丸山教授は「享受するすべての人が、インフラ

に対する考え方を新たにする転換点に来てい

る」と話す。どのように転換していくのか、そ

の後の社会基盤をどう支えていくか。そのため

に、インフラの「町医者」たる人材育成はます

ます重要になっていく。

◆丸山 久一氏 略歴

新潟県小千谷市生まれ。東京大

学工学部卒。同大学工学系大学

院修士課程修了後、米国テキ

サス大学博士課程修了。PhD．。

1979 年から長岡技術科学大学で

講師、助教授、教授、理事副学

長を経て、2014年定年退職。名誉教授。専門は土木工学、

コンクリート工学、耐震設計、維持管理工学。土木学

会コンクリート委員会委員長、コンクリート標準示方

書改訂小委員会委員長、日本コンクリート工学会会長

を歴任。土木学会論文賞、功績賞、日本コンクリート

工学会功労賞ほか多数受賞。

聞き手・文　橋本啓子

2026年8月10日インタビュー
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年　度
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兆円 日本の一般会計予算と公共事業費
公共事業費一般会計予算

ＭＥ新潟：資格認定者（1期～12期）

全数：367人　　
その他
（6人）

施工関係
（161人）

コンサルタント
（110人）

国県市職員
（90人）

インフラ再生技術者育成新潟地域協議会
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１．発足と制度のあらまし

気象庁の震度階級が改訂された 1949 年以後、

初めて震度 7 が適用された 1995 年 1 月発生の

兵庫県南部地震（阪神 ･ 淡路大震災）は、大都

市直下を震源に壊滅的な被害をもたらした。一

方、この震災ではそれまでと層の異なる多くの

一般市民が被災地で支援活動を行い、行政の手

が届かない部分をボランティアが支え、社会全

体の意識が変わるきっかけとなった。

1995 年が「ボランティア元年」と呼ばれるこ

ととなるこの震災を機に、建設省（現 国土交

通省）は重点施策として、公共土木施設の整備

･ 管理等に専門的な知識を持った方々から、災

害対応にボランティアで支援いただく防災エキ

スパート制度を打ち出した。建設省の地方建設

局（現 整備局）ブロック単位で立ち上げが進み、

北陸では関東、東北に次ぎ 1996 年 3 月 19 日、

登録人数 322 名で発足した。

もともと国土交通省ＯＢを会員とする北陸地

域づくり協会がその事務局を担い、その代表を

同協会の理事長が務めることとなる。

事務局で定めた制度要綱において防災エキス

パートは、その専門的ノウハウをもとに被災情

報収集等の支援活動を無報酬で行う者としてい

るが、旅費の支弁や保険加入は事務局が行って

いる。活動形態は、行政から事務局への出動要

請に基づく活動と、防災エキスパート個人の判

断による自主的活動に分けられ、参加は個人の

自由意志としている。

その後、2004 年 5 月には北陸地方整備局の

出先事務所単位で、その事務所の活動を主に支

援する「専門防災エキスパート」を防災エキス

パート内に位置づけた。また、2005 年 12 月に

事務局は、北陸地方整備局と「北陸地方整備局

所管の防災業務の応援に関する協定」を締結し

国土交通省ＯＢを構成員とする災害ボランティア組織「北陸地方防災エキスパート」（事務

局：一般社団法人北陸地域づくり協会）は今年、発足から 30 年を迎えました。幾多の災害に

おいてその対応支援に携わり、平時からもしもの場合の備えに取り組んできたそのあゆみを

たどります。

地域の安全･安心の一翼を担って30年
－北陸地方防災エキスパート 

発足式

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

（年度）

（人）

20
25

20
24

20
23

20
22

20
21

20
20

20
19

20
18

20
17

20
16

20
15

20
14

20
13

20
12

20
11

20
10

20
09

20
08

20
07

20
06

20
05

20
04

20
03

20
02

20
01

20
00

19
99

19
98

19
97

19
96

平常時（のべ人）災害時（のべ人）

＊赤字は、のべ 100 名以上が活動した災害

1995（平成 7）年

・3 月 設立 30 年（登録 344 名）

・能登半島地震 リエゾン活動等支援

・東日本台風（台風 19 号）災害 復旧活動等支援

・阪神･淡路大震災＜防災エキスパート設立の契機＞

2004（平成16）年 ・新潟県中越地震 被災状況調査等支援

2019（令和元）年

2024（令和 6）年

2026（令和 8）年

2005（平成17）年 ・北陸地方整備局と
「北陸地方整備局所管の防災業務の応援に関する協定」締結

2007（平成19）年

2013（平成25）年

1996（平成 8）年
1997（平成 9）年

・3 月 19 日 北陸地方防災エキスパート創設（登録 322 名）
・蒲原沢土石流災害 行方不明者捜索活動等支援
・ロシアタンカー重油流出事故 監視活動支援

・能登半島地震 被災状況調査等支援
・新潟県中越沖地震 被災状況調査等支援

・事務局組織名が北陸建設弘済会から北陸地域づくり協会へ移行
・ 「北陸地方整備局所管の防災業務の応援に関する協定」更新

活動のあゆみ

出動人数の推移
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（以後、2013 年 4 月に改定）、その中で災害時及

び平常時の活動について規定している。

2025 年度末までに、災害時の出動はのべ

1,751 名を数え、平常時の活動と合わせのべ

15,000 名超（年平均約 500 名）の実績があり、

登録人数は 2026 年 8 月末現在 362 名（うち、

専門防災エキスパート 227 名）となっている。

２．災害時の活動

自然 ･ 気象条件の厳しい北陸地方では、幾度

となく地震 ･ 豪雨 ･ 豪雪等の災害に見舞われて

きた。災害時の出動はこれまで 40 機会を超え

るが、ここではそのうち、大規模な災害などに

伴い出動人数の多かった年を振り返る。

（1）1996，97年

北陸地方防災エキスパートが発足したその年

の 12 月 6 日、新潟 ･ 長野県境を流れる姫川左

支川の蒲
がま

原
はらざわ

沢で土石流災害が発生。災害時とし

ては全国初の出動機会となった。

土石流は当地で進められていたいくつかの工

事現場を直撃し、その従事者14名が亡くなった。

防災エキスパートは翌春と二度にわたる被災

者の捜索活動に加わったほか、復旧工法への助

言や作業の監視等に当たり、災害時で初めての

出動にして過去最高ののべ 408 名が携わった。

その捜索活動が冬期中断していた 1997 年 

1 月、島根県沖の日本海でロシア船籍のタンカー

「ナホトカ号」による重油流出事故が発生した。

2 日に事故が起きた後、流出した油は徐々に

海岸へ漂着するようになり、国の直轄施工区間

への漂着監視を主に 2 月末までの長期にわたっ

てのべ 120 名が活動を行った。

（2）2004年

この年の7月、梅雨前線の活発化により、13日

を中心に豪雨に見舞われ、新潟 ･ 福島両県に 

大きな被害をもたらした。新潟県では信濃川水

系の五十嵐川や刈
か り や た が わ

谷田川、中之島川の堤防が決

壊し広範囲で浸水被害が発生。15 名の人命が奪

われ、およそ 14,000 棟の住家に被害が生じた。

防災エキスパートは北陸地方整備局の関係出

先事務所の支援に出動。巡視や施設点検、水防

工法への助言、現場の情報収集 ･ 整理等にのべ

68 名が携わった。

台風が過去最高の上陸回数を記録したこの

年、10 月 20 日に四国へ上陸した 23 号が全国各

地に 100 名近い死者 ･ 行方不明者をもたらした

のもつかの間、23 日には阪神 ･ 淡路大震災以来

9 年ぶりに最大震度 7 を記録する直下型地震が

新潟県中越地方を襲った。

河川や道路、鉄道、電気・ガス・水道といっ

た社会インフラが軒並み大きな被害を受け、新

潟県内で災害関連死を含む死者 68 名、およそ

3,200 棟の全壊など 12 万棟を超える住家被害が

生じた。

かつてない大災害に通信が混雑 ･ 途絶し要員

への連絡もままならないなか、防災エキスパー

トは発災当日から活動を開始。復旧工法への助

言などそれまでの災害時と同様な活動に加え、

11 月から 12 月にかけてのほぼ 1 ヵ月、被災市

町村における災害復旧に係る資料作成を支援し

た。長期にわたり要員の確保が必要となったこ

とから県外からの応援も求め、のべ 221 名を派

遣し要請に応えた。

捜索活動のようす

災害復旧に係る資料作成への助言
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（3）2007年

この年北陸地方は、わずか 4 ヵ月足らずの間

に二度の大きな地震に見舞われた。

まず 3 月 25 日、最大震度 6 強を記録した能

登半島地震が発生。最も被害が大きかった石川

県では死者 1 名、全壊およそ 700 棟を含み住家

被害は 29,000 棟を超えた。

国管理の河川 ･ 道路に大きな被害はなかった

が、発災から 4 月中旬にかけ情報収集、輪島市

において被害状況調査の支援を、遠く新潟市か

らの派遣も含め、のべ 107 名で行った。

次いで 7月 16 日、3年前の新潟県中越地震か

ら復興途上の地域を再び地震が襲う。日本海の

中越沖を震源とし、最大震度 6 強を記録。被害

の中心は、3 年前の中山間地から柏崎の海沿い

へと移ったが、中越と中越沖、二つの地震でと

もに被害を受けた方も多い。新潟県で死者15名、

1,300 棟を超える全壊など住家被害はおよそ

45,000 棟を数えた。

発災から 8 月のお盆前まで情報収集や現地調

査、また柏崎市において被害状況調査支援をの

べ 139 名、広く新潟県内から要員を派遣し実施

した。

（4）2019年

2008 年より国土交通省がＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（テック

フォース：緊急災害対策派遣隊）を組織化して

以後、北陸管内において大規模な出動を要した

のがこの年、10 月に襲来した台風 19 号である。

管内で最も被害が大きかった長野県では 

15 名が亡くなり、国が管理する千曲川の堤防決

壊は被害を象徴する一つとなった。

全国から参集したＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが被災自治体の

支援に注力する一方、防災エキスパートは千曲

川を管理する北陸地方整備局の出先事務所やそ

の出張所に張り付き、次々と生じる課題への助

言を行ったり、各所の手薄な陣容を補った。

長野県内はもともと要員が少なく、一人概ね

2 泊 3 日で張り付くローテーションを回すのは

困難であったことから、新潟 ･ 富山 ･ 石川 3 県

から広域派遣を実施した。長野県内 141 名を 

主に、本災害ではのべ 147 名が支援に携わった。

（5）2024年

2007 年の地震以後、とくに 2020 年 12 月から

地震活動が活発になっていた能登半島はこの

年、最大級の震災に見舞われた。元日の夕方に

発災、輪島市と志賀町で最大震度 7 を記録し、

最も被害が大きかった石川県で災害関連死を含

市道緊急調査支援

河川緊急調査支援

被災状況調査支援
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む死者 741 名、全壊およそ 6,200 棟など 11 万

棟超の住家被害が生じた（被害数値は石川県第

232 報：2026 年 8 月 31 日 14 時現在）。

防災エキスパートは、発災当日から対応を開

始し、1 月 3 日以降はほぼ能登半島の自治体支

援に集中することとなった。

それまでの活動と異なり、この災害において

防災エキスパートの多くは、北陸地方整備局か

ら自治体に派遣されるＴＥＣ－ＦＯＲＣＥのうちリエ

ゾンのサポートを担った。さまざまな機関が集

まる自治体の災害対策本部に詰め、そこでの情

報を北陸地方整備局へ伝える中継役がリエゾン

の主な務めだ。

経験のない任務に臨機応変さがより求められ

たが、防災エキスパート個々が自身の知見を活

かし要請に応えた。

2 月末までの長期にわたる派遣で、ここでも

一人概ね 2 泊 3 日のローテーションを組み、富

山・石川県内からを主に遠く新潟市の要員も含

め、のべ 152 名の総力戦で対応した。

３．平常時の活動

災害が頻発化・大規模化している昨今、もし

もの場合に備えた平時からの取り組みが防災力

の強化につながる。

北陸地方整備局の出先事務所とその事務所支

援に選任されている専門防災エキスパートとの

合同現場巡視や意見交換会は定例で実施してお

り、危険箇所や防災上の課題等について共有・

議論している。

また、北陸地方整備局や自治体、災害対応に

関わる同様な団体が実施する研修の講師、防災

訓練での指導等に取り組むとともに、自らも防

災･減災に資する講演会を定例で開催するなど、

防災に関する知見を広く伝えている。

４．活動のこれから

被災地への大規模な人員派遣を通じた経験、

あるいはＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの設立など国土交通省の

動向を踏まえ、これまで防災エキスパートの制

度・活動内容の見直しを図ってきた。

2025 年からは、登録者を災害時に国土交通省

の非常勤職員として被災地へ派遣できるＴＥＣ－ 

ＦＯＲＣＥ予備隊員の制度がスタートした。

予備隊員と防災エキスパート双方に登録され

ている者もおり、その活動内容を踏まえつつ、

防災エキスパートは北陸地方整備局の活動支援

を主眼に、これからも地域の安全 ･ 安心のため

真摯に取り組んでまいりたい。

災害対策本部会議（珠洲市）のようす

合同現場巡視

水防工法の指導
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■いきなり現れる中国庭園の謎

道の駅西山ふるさと公
こうえん

苑は、国道 116 号から

距離およそ500ｍ、10ｍほど登った丘の上にあっ

て、国道からその全貌が見えない。道の駅の看

板を頼りに国道をそれて坂を登ると、姿を現す

のは見慣れない門、そしてその奥に中国庭園。

昨今の道の駅らしい賑わいはなく、食事処もな

く、車は駐車場を一回りして元来た道へ戻る。

こうした道の駅は、決して少なくはないだろ

う。道の駅の制度ができたのは1991（平成3）年。

現在のように地域のＰＲの場として積極的に活

用され、誰でもウェルカムな施設になったのは

しばらく後のこと。「24 時間使えるトイレと駐

車場があるから」と制度発足から間もなく登録

した既存施設は、今となっては「道の駅らしく

ない」という評価が下される。

西山ふるさと公苑もその一つ。もとは西山町

立二
ふ た だ

田小学校があった土地で、学校再編で空い

たところへ 600 人収容のホールを建設したのが

1997（平成 9）年。かつてはここで町の成人式

が行われた。また、二田小学校は地域の偉人で

あり、中国との国交回復を成し遂げた田中角栄

が卒業した小学校（当時は尋常小学校）でもある。

西山町と中国淮
わいあんし

安市淮安区が友好提携を結んで

いたこともあって中国庭園が整備された。道の

駅に登録したのは、建設翌年のことだった。

2005（平成 17）年に町が柏崎市に編入されて

以降は柏崎市直営施設として維持され、2020（令

和 2）年度から指定管理に移行。当時の年間利

用者は 3万人に満たなかった。

同施設の指定管理者である公益財団法人かし

わざき振興財団の横村 俊樹館長とスタッフの

大谷 美穂子さんは、管理者としては「できる

ことなら道の駅の冠を外したい」と口を揃える。

道の駅をイメージして訪れた人のインターネッ

トの口コミが、ことごとく辛口評価なのだ。し

かもそのほとんどは「入り口がどこだか分かり

づらい」「食べるところがない」など、近年イメー

ジされる「道の駅」とのギャップからくるマイ

ナス評価である。

■待っても来ないのだから呼び込む

開館から 20 年以上、利用者増に特にこだわっ

てこなかった同苑が地域外から集客しようと軽

トラ市を始めたのは直営時代の終盤だった。こ

れを引き継いだ大谷さんらは、直後に新型コロ

ナウイルス感染症蔓延という壁にぶち当たる。

軽トラ市の当初のコンセプトは、地元の農産物

を売る場を作って地域の活性化に繋げるという

ものだったのだが、住民からは「うちに年寄り

がいるから人の大勢いるところへは怖くて行け

ない」という声が強く、出店を敬遠される。これ

が 2021（令和 3）年になっても続いた。

そこで、出店者も来場者も地域外から募ると

いう方向転換をし、ＳＮＳを積極的に活用する。

「2021 年はまだ、イベントを再開しているとこ

ろが少なかったせいで出店者はすぐに集まり、

お客さんも大勢来てくれた」という。

この成功を得て、2024 年に県内数十軒のパン

店を集めた「パンフェスタ」を初開催。旧西山

町の人口を上回る集客で駐車待ちの車列が国道

までつながったという。「苦情をいただきまし

た。庭園にキッチンカーを出して飲食できるよ

うにしていたため、お客さんの滞在時間が長く

なってしまっていたんです。2 回目からは飲食

をなくして買ったらすぐ帰っていただくよう周

知し、今年は苦情が来なくなりました」。普段

「丘の上の異世界」 の挑戦 （新潟県柏崎市）

シリーズ「次世代に向けた地域の魅力づくり」

駐車場に面して建つ中国風の門。これが丘を登って

最初に目に付き、他に目に付くものが少ないために、

停車しないで坂を下りる車が少なくない
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はガラガラの駐車場だが、イベントを打つには

足りないという課題を、お客さんの滞在時間を

短くすることで解決した。

中国庭園を活かしたコスプレイベントも好評

だった。コスプレイヤーとカメラマンを対象に

した誘致企画で、他にはない風景をバックに撮

影できる点が評価された。丘の上で周囲から見

えないというクローズドなロケーションも、コ

スプレイヤーには好環境だった。これもあり、

同苑は「丘の上の異世界」をキャッチコピーに

している。

こうして利用者は順調に伸び、指定管理 4 年

目の 2024（令和 6）年度には 7 万 7,516 人まで

伸ばした。その後、熱中症の危険があることか

ら夏場のイベントを取り止めるなどしたこと

で、昨年度 6 万人台に下げたが、それでも指定

管理移行時の 2倍をキープしている。

■マンパワーの限界を見定める

同苑のスタッフは、館長を含めて 3 名。この

人数で全館の管理とホールや会議室等の貸館対

応、小規模な物販を行い、さらに指定管理の委

託事業として地域のまつり等 4 つの事務局業務

も行いながら、順番に休みを取らなければなら

ない。このため「自主事業としてやれるイベン

トは年間 2 つが限界」と言い、2 〜 3 月の「つ

るし雛かざり」と 6 月の週末 2 日間で開催する

「パンフェスタ」に絞っている。「つるし雛かざ

り」は期間中に「和」をテーマにしたマルシェ

やワークショップなどと組み合わせ、にぎわい

を生み出している。

事務局を務めるのは、軽トラ市などを実施す

る「西山ふるさと公苑賑わいづくり実行委員会」

のほかに「西山さくらまつり」「西山ふるさと祭

り」「西山新そば祭り」の 4 つの実行委員会。委

員は地域の人が中心で、それぞれ同苑が会場

となってイベントを実施する。

直営の頃は事務局が何もかも担うことができ

たが、スタッフ 3 名では実行委員の地域の人々

に手も口も動かし、知恵も出してもらわないと

回らない。こうした地域参加型の運営へ転換し

たことで、地域の子どもを対象にした祭りの実

行委員会に子育て中の親世代が加わるようにな

り、イベントに市内の高校生がボランティア参

加するなど変化が生じたという。実行委員会が

「地域の人たちと私たち、一緒に成長できる場

になった」と大谷さん。

今後可能性を伸ばしたいのは貸館。自主事業

を行うにはマンパワーが限界だからだ。使う人

によって施設の魅力が多種多様に変化すること

にも期待する。北陸自動車道西山ＩＣから 3 分

の利便性に加え「柏崎市中心市街地などに立地

するホール、会議室などの貸館と比べると、老朽

化で設備が劣るものの料金が安いし、空いてい

ます」とアピール。自主イベントや祭りは、遠

方から集客し貸館利用者にＰＲする場でもある。

もともとが西山町の会館だった同苑は、かつ

ての町域を大きく超えて利用者を増やすことで、

地域の活力になっていくことを目指している。

取材・文　橋本啓子

取材協力

https://nishiyama-furusato.
jimdofree.com

道の駅西山ふるさと公苑

「西
さいゆうえん

遊園」と名付けられた庭園で行われたイベントの様子。

園内には猪八戒をはじめ『西遊記』の登場人物の石像が

設置されている。

左からスタッフの大谷美穂子さん、横村俊樹館長、

月橋直子さん。西遊園の隣にある「西山ふるさと館」

入り口にて
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小さな石崎町の大きな祭り

能登に数あるキリコ祭りの中でも、キリコの

大きさと勇壮さで名高いのが石
いっさきほうとうまつり

崎奉燈祭だ。先

端が 2 階の屋根より高い 13ｍ、重量 2ｔといわ

れる巨大な奉燈が、およそ 100 人の男たちに担

がれて町内を練り歩く。しかもその数は 6 基。

太鼓、笛、鉦
かね

の囃
は や し

子に合わせ、奉燈は回り、時

に跳ね、担ぎ手の「イヤサッカサイ、サカサッ

セイ !」という独特のかけ声が太く響く。まさ

に勇壮、小さな漁師町の 1 年を、この 1 日で燃

やし尽くすようなまつりである。

石
いしざきまち

崎町は七尾湾に面して和倉温泉の南側にあ

る小さな集落。漁港に沿って 1ｋｍ弱の家並み

が続き、奥行きは 300ｍほど。海岸に寄り添う

ように形成された、昔ながらの漁師町。町のメ

インストリートは、海から八幡神社に続く参道

で、その途中には、かつて大灯籠が建っていた

「堂
どうまえ

前広場」と呼ばれる場所がある。祭り当日

は八幡神社から神輿で神様をここにお移しし、

その神輿の周囲を 6基の奉燈が囲み、かつ舞う。

ただし 6基全ては広場に入りきらない。

輪島キリコ会館の館長を長く務めた藤
ふじひら

平朝
あ さ お

雄

さんによれば、明治から大正にかけ電気が普及

し始めると、キリコが電線に引っかかるからと

小型化が進んだ。この頃、能登町の宇
う し つ

出津地区

から高さ 15ｍのキリコを引き取ったのが石崎の

巨大奉燈の始まり。作り直す間に高さは 12ｍほ

どになったが、それでも 2 階建ての家の屋根を

超える高さがあり、町内の奉燈が舞う場所には

電線が引かれていない。ここで生まれ育った第

54 代横綱の輪島も若い頃は担いだそうだ。

人が足りなくてもやる

奉燈は町内の 6 区からそれぞれ 1 基ずつ出さ

れるのだが、一番戸数の少ない東二区は、今年

5 月末現在の人口が 65 人。担ぎ手は男性のみな

ので全く人が足りていない。そもそも担ぎ手が

潤沢にいる地区は一つもなく、担ぎ手が友人を

呼び集めたり、他地域のキリコ祭りと融通し

合ったり、さまざまなツテを頼って若衆を募り、

奉燈を出してきた。

人口減少によってキリコ祭りの担い手が不足

し、キリコに車輪をつけて曳き回せるように改

造したり、キリコを小さくしたり、数を減らし

たりと能登各地域で工夫を重ね、まつりを継続

してきた。石崎町でも過去に何度も改造や縮小

が検討されたが、そのたびに祭りの主な担い手

である青年会が「これまで通りやる」と反対し

て今まで続いてきているという※1。

奉燈の花形は担ぎ手ではなく、笛で奉燈の

動きを指揮する「支部長」だと話すのは同町の

大
おおまつ

松 博
ひろかず

一さん。「私は 25 歳で支部長をやった。

北 陸 再 発 見

北 陸 再 発 見

なにがなんでもやる祭りなにがなんでもやる祭りなにがなんでもやる祭り

不思議な能登のキリコ祭り その 2
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狭い堂前広場で、私が指揮する奉燈を含め 3 つ

の奉燈が同時に乱舞した時は『よくやった！』

と言われた」と話す。この支部長をやりたいた

めに地元を離れない若者もいるほど、誇らしい

責務なのだという。子どもの頃から奉燈を見て、

「自分なら」とイメージを育てて大人になり、

人生の節目にもなっている。支部長はいまも希

望者が多いため 1年ごとに交代だ。

奉燈の上には太鼓、鉦、笛の奏者が立つ。笛

奏者はかつては女物の浴衣を着た少年が立った

そうだ。豊漁祈願の漁師の祭りだけに「女人禁

制だったが、笛は女の子もやるようになった」。

動けば揺れる奉燈の上で両手は笛に添えられて

おり、足と腰だけで踏ん張る。囃子も担ぎ手に

劣らず重労働だ。毎年 7 月に入ると希望する小

学生が浜に集められ、練習が始まる。練習した

子ども全員が奉燈に乗れるとは限らないそう

だ。石崎奉燈祭は、幼いうちからのあこがれに

支えられて続いてきた。

震災の後でもやった！

新型コロナウイルス感染症が蔓延した 2020、

2021 年は、さすがに奉燈は出さず、神事のみの

開催だった。だが、元日に大地震が襲った 2024

年は実施した。七尾市の最大震度は震度 6 強。

町内では半壊の家が多く、道路も下水管が飛び

出したままだった。この時、特に被害が大きかっ

た西二区は奉燈も破損し、参加を取りやめた。

同年のうちにクラウドファウンディングで資金

を募り、奉燈を修復。翌年の石崎奉燈祭に間に

合わせている。

最大震度 7 の地震、そして同年 9 月の水害。

ところによっては地震より水害による被害の方

が大きかった地域もある。それでもまつりを止

めなかったのは驚くべきことに見えるが、能登

では違う。能登の主なキリコ祭り 29 祭のうち、

2024 年に中止の決断をしたのが 6 地域、神事の

みでキリコを出さなかったのが 6 地域※ 2。その

ほかは地域の事情に合わせ何らかの変更はあっ

ても、キリコを出して祭りを行っている。石崎

奉燈祭だけが特別なわけではないのだ。

ただし、能登のキリコ祭りは、かつてはもっ

と多くの地域で行われてきたことが知られてお

り、現在続いている祭りも地域外の人々の手を

借りてようやく続いているというのが現実だ。

そうまでして続けるのは、まつりが単なる神事

や観光客を集めるためのイベントではなく、自

分たちのふるさとを確認する場であるからだろ

う。藤平さんは「キリコ祭りをやめたら『地域

の連携と誇り』がなくなる」と言うが、まつり

を観ればそれが決して大げさな言葉でないこと

が感じられるだろう。生まれた場所に、そうし

たものを持つことは、幸いなことである。

祭りを手伝って能登を第二のふるさとに

石川県文化振興課では、地域にとってかけがえのない

キリコ祭りを次世代に繋ぐため、祭りに参加したい人と

人手が足りない地域とをマッチングするサイトを開設

している。キリコ祭りを「わが祭り」にしてみたい人

は、ぜびボランティア登録を。「石川県 祭りお助け隊」

で検索してください。

昼間、堂前広場の神輿の前で奉燈を踊らせる。上に乗った囃子は

踏ん張り、奉燈の上部からは 4本のロープを伸ばし、倒れること

のないよう引き手がついている。黄色い股引は東二区

祭りは昼の部から休憩をはさみ、夜 8時になると奉燈が各町内を

巡る。白の股引は西一区で、奉燈の文字は漁師町らしい「襲銀鱗」

取材・文　橋本啓子

※ 1 世界農業遺産「能登の里山里海」情報ポータル

田中選秀さんの聞き書きより

※ 2 一般社団法人マツリズムまとめによる
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伝 言 板

各地で地震や大雨による被害が相次ぎ、防災への意識を

改めて高める必要性を感じる日々です。今号では、さまざ

まな組織が連携して進める社会基盤の維持管理を担う技術

者の養成や、災害対応にボランティアで取り組む防災エキ

スパートの活動をご紹介しました。地域を支える人材の育

成や日頃からの備えの積み重ねが、いざという時の大きな

力になります。こうした活動への理解を深めることで、防

災への関心がさらに広がればと思います。（事務局）

編 集 後 記
（一社）北陸地域づくり協会は持続可能な
開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています

地域づくり in ほくりく 第４１号

発　行　令和８年１０月１日
編　集　一般社団法人　北陸地域づくり協会

〒９５０－０１９７
新潟市江南区亀田工業団地二丁目３番４号
電　話　（０２５）３８１－１１６０
ＦＡＸ　（０２５）３８３－１２０５
HP ： https://www4.hokurikutei.or.jp

イベント名 期　日 開催地・会場 内　容 問合せ先

第36回

土木フェスティバル

[申込不要・

入園無料・駐車場有料]

10月4日（日）

9:30～16:30

長岡市

国営越後丘陵公園

働く車の展示・試乗体験、大雨体験、

地震体験、ラジコン重機操作体験、

測量体験、空撮機材展示、パネル

展示、土石流体感３Ｄシアター 等

実行委員会事務局

新潟県長岡地域振興局

地域整備部計画調整課 

TEL:0258-38-2614

2026あいづ

新米ウオーク

[要申込・有料]

[定員]先着700人

（全コース合計）

*定員になり次第

締切

10月10日（土）

[受付]

8:30～9:00

[スタート]

9:30～

*雨天決行

（荒天中止）

[発着点]

道の駅あいづ

湯川・会津坂下

多目的自由広場

① 6ｋｍコース

② 8ｋｍコース

③14ｋｍコース

④まなぶんコース

（湯川村の歴史を学ぶ7ｋｍ）

【申込】

①二次元コードから

②往復はがき

*詳細は福島民友ＨＰ参照

福島民友新聞社

営業局事業部

TEL:024-523-1334

(平日10:00～17:00）

第16回

魚のすみやすい

川づくり勉強会

[要申込･

対面は要資料代]

[定員]対面: 70人

ＷＥＢ:100人

10月26日(月)

14:00～17:00

●新潟県魚沼市

小出ボランティア

センター
●オンライン（ＺＯＯＭ）

テーマ「気候変動下における多自然

川づくりのこれから」

【申込】

[対面]右記メール･ＦＡＸ

[ＷＥＢ]二次元コードから

【締切】10 月 5 日（月）

勉強会事務局

(株）エコノス内

TEL:0258-86-4932

FAX:0258-86-4931

✉
mizukanniigata@
gmail.com

令和８年度

建設技術報告会

[要申込･参加無料]

[定員]1,000人程度

[視聴申込]

11月20日(金)～

1月7日(木)

[視聴期間]

1月8日(金)9:00

～29日(金)17:00

オンデマンド配信

(報告会ＨＰ）

【報告テーマ】

①生産性向上、インフラ分野のＤＸ

②社会資本の的確な維持管理・更新

③雪に強い地域づくり

④自然災害からの安全確保

⑤環境の保全と創造

【申込】二次元コードから

事務局

(北陸技術事務所内）

✉
master@kensetsu-
houkokukai.info

地域の明日を考える

講演会

[要申込･参加無料]

[定員]50人

12月11日(金)

15:30～17:00

新潟市

アートホテル新潟駅前

講演「災害伝承と地域づくり（仮）」

今村 文彦氏

（(一財 )3.11伝承ロード推進機構

代表理事・東北大学 副学長）

【締切】12 月 4 日（金）

*詳細は後日協会ＨＰ掲載

北陸地域づくり協会

企画事業部

TEL:025-381-1160

※締切後の受付については、各問合せ先へご連絡ください。掲載内容は変更となる場合がありますので、

事前にご確認のうえお出かけください。一部のイベントはホームページでもご案内しています。

（一社）北陸地域づくり協会が主催、 協賛 ・ 後援等で行う一般参加型事業です。
お時間をみつけ、 ぜひお立寄りください。




